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大阪芸術大学短期大学部卒業生の岩瀬です。製造業で
企画デザインマーケティング及び社内外広報を担当、
コーチとしても活動しています。卒業生の活躍を紹介
する第 2 弾として、今回ご紹介するのは、写真家とし
て活躍されている写真学科卒業の小森正孝さんです。

岩瀬	 小森さんとは十何年来のお知り合いで、家猫モ
デルのコーディネイトもさせていただいた事が
ありますね。

小森	 はい。茶人さんの猫、お世話になりました。次回も
よろしくお願いします。

岩瀬	 2023年はどんな年でしたか？
小森	 今まで「猫」を被写体として撮影してきて、雑誌

「猫びより」の連載記事が20回を超えたので一度
まとめたいなと思ってました。OM SYSTEM 
GALLERYに企画提案したところ7月27日（木）
～8月7日（月）に個展が実現して力を入れた年
でした。

岩瀬	 東京展には伺えなかったのですが、京都に巡回
した際に観る事ができました。大判出力が大迫力
でしたね。

小森	 今回の企画展には、大きなテーマを設けていま
した。13年のあいだ「我々は猫である」をメイン
コンセプトとして取材してきましたが、「神様・
仏様・おねこ様」を展示のテーマに日本の神社仏
閣の猫にフォーカスして、日本の歴史の中で猫
がどのように息づいてきたのかひもとくように
作品をセレクトしました。

岩瀬	 猫好きな方だけでなく、歴史好き、写真好き、
はたまた海外の方にも興味をもってもらえそうな
テーマですね。実際に京都展にいった時、海外か
らのお客様の多さに驚きました。

小森	 はい、東京展では、様々な業界の方々に来て観て

いただき、京都では国際色豊かなお客様が来てく
ださり、写真集や今回写真展にむけて制作した御朱
印帳やポストカードなどをご購入くださいました。

岩瀬	 いろんな方々に小森さんの写真をみてもらえる
機会になりましたね。

小森	 こんなふうに大きなテーマでの展示会は今回が
はじめての試みで、ディレクションをお願いし、
出力紙にもこだわり、作品集もかなりのボリュー
ムのものになり、細部にこだわった作品展となり
ました。クラウドファウンディングにも初挑戦し
ました。今後も機会をいただけた場所で巡回して
いく予定です。

岩瀬	 今回、個展の準備初期段階で私のコーチングを
受けたのはいかがでしたか？

小森	 いろいろ迷った時に役にたちました。
岩瀬	 お役に立ててよかった！今後の展望をおしえて

ください。
小森	 大きな個展をまたやってみたいという思いも沸い

ているので、さらに取材を深めて今後に活かして
行きたいと思います。

岩瀬	 がんばってください。その時、
コーチングが必要な際はお声
掛けください。

小森	 はい。ありがとうございました。
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